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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

山
陽
道（
西
国
街
道
）

第
52
回

情
報
の
十
字
路　

姫
路

　

私
た
ち
の「
ふ
る
さ
と
・
ひ
め
じ
」は
、

か
つ
て
播
磨
国
と
呼
ば
れ
た
兵
庫
県
南

西
部
に
位
置
し
、
古
く
か
ら
政
治
・
文

化
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
、
世
界
文
化

遺
産
・
姫
路
城
と
共
に
、
旧
城
下
町
の

面
影
が
残
る
歴
史
的
な
ま
ち
並
み
や
、

海
・
山
・
川
な
ど
の
豊
か
な
自
然
、
多

彩
な
農
水
産
物
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
ま

た
、
臨
海
部
に
は
全
国
有
数
の
工
場
群

が
立
ち
並
び
、
も
の
づ
く
り
産
業
が
集

積
す
る
商
工
業
都
市
と
し
て
発
展
し
、

近
年
は
、
近
隣
の
７
市
８
町
と
形
成
し

た
播
磨
圏
域
連
携
中
枢
都
市
圏
の
中
心

市
と
し
て
、
圏
域
を
け
ん
引
す
る
役
割

を
担
っ
て
い
る
。

　

播
磨
国
は
当
時
の
首
都
圏
で
あ
る
畿

内
か
ら
見
る
と
、
隣
接
は
し
て
い
る
が

「
遠
く
離
れ
た
畿
外
の
国
」で
あ
り
、
畿

外
か
ら
見
る
と
都
に
最
も
近
い
「
ほ
ぼ

畿
内
の
国
」
と
い
う
二
面
性
を
持
っ
て

い
る
。
こ
の
二
面
性
か
ら
、
播
磨
国
に

は
東
西
南
北
い
ず
れ
の
方
向
か
ら
も
道

が
通
じ
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
が
行
き

交
う
「
情
報
の
十
字
路
」
が
形
成
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
道
が
西
日
本
は
も
ち
ろ
ん
、

列
島
全
域
の
文
化
交
流
・
経
済
発
展
を

支
え
て
き
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
姫
路
を
東
西
に
貫
く

最
大
の
動
脈
で
あ
る
山
陽
道
は
、
日
本

初
の
官
道「
古
代
山
陽
道
」が
そ
の
ル
ー

ツ
で
あ
り
、
近
畿
と
北
九
州
を
結
ぶ
官

道
と
し
て
整
備
さ
れ
た
律
り
つ
り
ょ
う令
国
家
最
大

の
幹
線
道
で
あ
る
。
近
世
に
な
る
と
西

国
街
道
と
も
呼
ば
れ
、
参
勤
交
代
の
大

名
行
列
や
荷
物
を
運
ぶ
飛
脚
、
行
商
人

な
ど
が
盛
ん
に
行
き
来
す
る
五
街
道
に

次
ぐ
重
要
な
街
道
と
な
っ
た
。

　

山
陽
道
８
カ
国
の
う
ち
で
最
も
畿
内

に
近
い
播
磨
は
、
時
代
を
経
る
に
つ
れ

て
西
国
交
通
路
の
要
衝
と
し
て
栄
え
、

中
で
も
近
世
姫
路
の
ま
ち
は
江
戸
時
代

初
期
に
築
か
れ
た
姫
路
城
の
城
下
町
と

し
て
、
山
陽
道（
西
国
街
道
）を
往
来
す

る
人
々
で
に
ぎ
わ
い
、
産
業
・
経
済
・

文
化
・
観
光
な
ど
全
て
の
面
で
、
当
時

か
ら
有
数
の
都
市
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。

山
陽
道
と
国
道
２
号

　

古
代
山
陽
道
の
ル
ー
ト
は
自
然
環
境

の
変
化
、
中
世
的
な
ま
ち
の
形
成
、
瀬

戸
内
海
航
路
の
発
展
、
蒙
古
襲
来
に
伴

う
道
路
整
備
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
か

ら
変
遷
し
て
き
た
と
み
ら
れ
る
。
さ
ら

に
、
近
世（
江
戸
時
代
）に
至
っ
て
か
ら

も
、
城
下
町
の
建
設
、
河
川
の
付
け
替

え
や
補
修
、
宿
駅
整
備
な
ど
の
要
因
か

ら
そ
の
ル
ー
ト
は
変
遷
し
て
い
る
が
、

市
内
に
は
今
な
お
名
所
・
旧
跡
が
存
在

し
、
か
つ
て
の
面
影
を
残
し
て
い
る
。

山
陽
道
は
ど
の
時
代
に
お
い
て
も
近
畿

と
北
九
州
を
結
ぶ
重
要
な
道
で
あ
り
、

そ
の
役
割
は
現
代
の
山
陽
道
と
も
い
え

る
国
道
２
号
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

街
道
が
交
差
し

人
々
が
行
き
交
う
ま
ち　

姫
路

姫ひ
め
じ路

市
長（
兵
庫
県
）　

清き
よ
も
と元
秀ひ

で
や
す泰

世界文化遺産・姫路城
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国
道
２
号
は
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に

か
け
て
、
阪
神
間
の
産
業
発
展
と
と
も

に
物
資
流
通
面
で
重
要
な
国
道
と
し
て

整
備
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
第
２
次
世

界
大
戦
後
の
経
済
復
興
期
を
経
て
、
昭

和
32
年
に
播
磨
地
域
が
播
磨
工
業
地
帯

に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
経
済
成
長
を
果

た
し
た
姫
路
の
重
要
な
交
通
網
の
中
核

を
担
っ
て
き
た
。
経
済
成
長
に
従
い
広

域
交
通
が
増
加
す
る
と
、
国
道
２
号
の

交
通
量
は
飛
躍
的
に
増
加
し
、
自
動
車

専
用
道
路
で
あ
る
国
道
２
号
バ
イ
パ
ス

の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
人
々
の
生
活

に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。

こ
れ
か
ら
の
道
路
整
備

　

国
道
２
号
や
国
道
２
号
バ
イ
パ
ス
の

恩
恵
を
受
け
、
姫
路
市
の
臨
海
部
に

は
、
世
界
・
国
内
シ
ェ
ア
１
位
の
製
品

を
生
み
出
す
製
造
拠
点
が
立
地
し
て
お

り
、
播
磨
ひ
い
て
は
日
本
の
成
長
を
支

え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
製
造
業

の
発
展
と
と
も
に
国
道
２
号
バ
イ
パ
ス

な
ど
の
東
西
を
結
ぶ
道
路
交
通
量
の
増

大
に
よ
り
、
渋
滞
が
慢
性
化
し
、
経
済

面
や
観
光
面
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た

め
、
神
戸
市
西
区
か
ら
本
市
の
臨
海
部

を
経
由
し
太
子
町
を
結
ぶ
延
長
約
50
㎞

の「
播
磨
臨
海
地
域
道
路
」が
計
画
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
道
路
の
整
備
に
よ
り
東

西
交
通
の
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
、
播
磨
の

製
造
業
が
さ
ら
に
活
性
化
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
さ
ら
に
近
年
、
激
甚
化
・

頻
発
化
し
て
い
る
風
水
害
や
南
海
ト
ラ

フ
地
震
を
は
じ
め
と
す
る
巨
大
地
震
な

ど
か
ら
人
々
を
守
る「
い
の
ち
の
道
」と

し
て
の
役
割
に
も
期
待
し
て
い
る
。

　

か
つ
て
の
山
陽
道
が
そ
う
で
あ
っ
た

よ
う
に
、
道
は
い
つ
の
時
代
で
も
人
々

の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、

「
い
の
ち
」
と
「
く
ら
し
」
を
守
っ
て
き

た
。
先
人
た
ち
が
残
し
て
き
た
歴
史
と

教
え
を
守
り
な
が
ら
、
新
た
な
時
代
に

柔
軟
に
対
応
し
、
人
々
の
未
来
に
灯
り

を
と
も
す
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
。

今も残る西国街道の面影

企業が立ち並ぶ姫路の臨海部

企
画
協
力
：
全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」

一
口
メ
モ

山陽道（西国街道）

　
江
戸
時
代
、
西
国
街
道
と
も
呼
ば
れ

た
山
陽
道
は
、
京
都（
東
寺
口
）を
発
し

て
西
国（
下
関
、
九
州
）へ
至
る
重
要
な

幹
線
道
で
あ
っ
た
。
古
代
山
陽
道
の
経

路
を
踏
襲
し
て
お
り
、
姫
路
市
に
は

御ご
ち
ゃ
く着
、
姫
路
の
二
つ
の
宿
場
が
置
か
れ

て
い
た
。

　
播
磨
国
の
要
衝
の
地
・
姫
路
に
は
、

徳
川
家
康
の
娘
婿
で
あ
る
池
田
輝
政
が

入
府
。
そ
の
格
式
に
ふ
さ
わ
し
い
城
と

し
て
姫
路
城
が
造
ら
れ
、
城
下
町
が
整

備
さ
れ
た
。
そ
れ
に
際
し
、
城
の
南
を

通
っ
て
い
た
山
陽
道
を
北
側
の
城
下
に

引
き
込
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
姫
路
は
、
池
田
家
以
降
も
徳
川
家
と

縁
の
深
い
本
多
家
、
榊
原
家
、
松
平
家
、

酒
井
家
に
よ
り
治
め
ら
れ
た
。

播磨灘

山陽道
（西国街道）

京都御
着

加
古
川

姫
路片

上
有
年

姫
路
藩
五
十
二
万
石
の
城
下
町
は
山
陽
道
の
要


